
 

 

 

 

                                                                                               

                                                

 
 
 

 

国際海事機関(IMO)が定めた、2020 年 1 月以降一般海域で適用される船舶燃料油

の硫黄分濃度規制の発効が近づくにつれ、次世代船舶燃料として LNG 燃料が世界的

に注目度を増す中、隣国の韓国において同規制に関する国際カンファレンスが初め

て開催されました。 

『国際 LNG 船舶燃料＆バンカリングカンファレンス』は韓国海洋水産省の主催

で、韓国の大学・研究機関並びに各種関係団体の協賛を受け、11 月 15、16 日の 2

日間の日程で、釜山の海雲台グランドホテルにて開かれました。 

主催者の招待を受け、海外からはサプライヤー大手のシェル、シンガポール海事

港湾庁並びに当社等の講演者が登壇し、韓国から KOGAS、HHI や H-Line（LNG

燃料化するケープサイズバルカー2 隻を HHI に発注済）等 LNG 船舶燃料＆バンカ

リングを推進する企業の代表者が参加し、経験・知見等、情報交換を行いました。 

当社の諸岡社長は 11 月 15 日午後に登

壇し、LNG バンカリング拠点の構築にお

ける横浜港の取組について紹介しまし

た。 

 

 

 

 

【ご参考】国際 LNG 船舶燃料＆バンカリングカンファレンスの公式サイト 

（英語と韓国語の何れかで閲覧可能） 

http://lngkorea.co.kr/2018/english/main/index_en.asp 

お問合せ先 

【内容に関するご質問】営業部長 熊 桜 【その他のお問合せ】企画部兼営業部 渡辺 真由 

営業直通 TEL: 045-680-6583 会社 FAX: 045-680-6637 
 

記 者 発 表 資 料 

平 成 3 0 年 1 1 月 2 2 日 
横 浜 川 崎 国 際 港 湾 株 式 会 社 

諸岡社長が釜山で開かれた 

『国際 LNG 船舶燃料＆バンカリングカンファレンス』にて講演 

（登壇中の当社社長 諸岡正道） 


